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　 PCCS （日本色研配 色体系）は 1964 年に公表以来、

多くの 分野で使用され、普及 して きま した。最近、パ

ソ コ ン が 普及 し たた め 、PCCS の RGB や CMYK の値を

知 らせて欲 しいとい う問い 合わせ が当社によ く寄せ

られ ます。RGB の 値に つ い て は、同 じ色 を再現する場

合で も Adobe 　RGB やsRGB など、どの RGB を使 うかに

よ っ て RGB の値は異なるため、条件をぎちん と決めた

上 でなければ RGB の値 を決める こ とは で ぎな い と考

えられ ます 。 CMYK の値 につ いては、当社 では数年前

からパソ コ ンでPCCS トーン の代表色をCMYK で指定

して 図版 を制作 し、出版物を発行 して い ます の で 、

まだまだ「PCCS ト
ー

ン代表色の CMYK は この値です。」

と言 い切 る ことができる程 のもので はな いのですが、

コ
ー

ト紙で の 印刷で は印刷所が異な っ て も ほぼ同 じよ

うな色に再現 されますので、「色研事業では、CMYK に

よるプ ロ セ ス カラ
ー

印刷で PCCS ト
ー

ン の代表色 を表

現する場合 には、現在は こ ういう値 で 色指定 していま

す 。」とい う、CMYK 値を紹介します 。

　PCCS ト
ーン の代 表色 は 、「PCCS 八 一モ ニ ッ ク カ

ー

ド201 」（塗料 吹付 けによる色 票）が基準で あるため 、

以前は、PCCS 卜一ン の 代表色を プ ロ セ ス カ ラ
ー

印刷

で表現する場合にはJPCCS八 一モ ニ ッ クカード201 」

の色票を台紙に貼付 して撮影 したカラ
ーポジを原稿と

してきました。近年にな り、図版原稿もパ ソ コ ン で 制

作するようになり、最初はCMYK の掛け合わせのカラ

ーチャ
ートと 「PCCS 八 一モ ニ ッ クカ

ー
ド201 」の色票

の色を見比 べ な が ら、こ の あ たりだ ろ う と い うCMYK

値を入力 し、校正 刷りを見 て修正 する とい う方法 で、

CMYK 値を決め、次に印刷原稿を制作する とき にまた

少 し修正を加えるとい う方法で改良 してきま した 。 も

ち ろん、ビ ビ ッ ドト
ー

ン の オ レ ン ジの 代表 色な ど は

CMYK によるプ ロ セ ス カラー印刷で は再現不可能で あ

り、どうして も塗料吹付け色票や特練 りイ ン キ による

スポ ッ トカラ
ー

印刷のオ レン ジと比 べ て濁 っ たオ レン

ジ に な っ て し ま い ま す。また、v16 やv17 など で はビ

ビ ッ ドトーン らしく彩度を高くすると明度が合わな く

な り、明度 を合わ ぜ よ う と して K （黒 ・墨 ）を 入 れ る と

彩 度 が下が っ て ビビッ ドト
ー

ン らしくな くなるた め、

明度を合わせる こ とは多少犠牲に して 、ビビ ッ ドト
ー

ン ら しい 彩度 の 範囲 に な る よ う に少 しだ け Kを 入 れ る

というよ うな操作も して い ます 。

　Adobe 　Photoshopのカラ
ー

ピ ッ カ
ー

で、　Lla，bの値

を入 力 す れ ば RGB 値 や CMYK 値 が 出 て き ま す 。

PhQtoshopの La ，bの値は実際 はVa ’btの値で あると

いうことか ら、測色 したVa ’b’

の値を入力 してみます

と、v2 （ビビッ ドト
ー

ン の赤）の場合には、　Photoshop

の カ ラ ー設 定で 作業 ス ペ ース の CMYK を Japan

Standard 　v2 に した場 合に は C ：23 、　M ：93 、　Y ：69 、

K ：6 、Japan 　Color　2001 　 Coated に した場合には

C ：22 、M ：92 、　 Y ：64 、　 K ：0 とい うよ うな値が出ます。

と こ ろ が 、こ の よ うな 値で 印刷 した 場合、塗料吹付け

色票 の v2 と比 べ て かな り濁 っ た色にな ります 。 どの

ような変換方式なのかわか りませんが、これでは実用

にな らな い ため、前述の ような方法で 試行錯誤 しなが

ら、CMYK を決めていくことになりました 。

　パ ソ コ ン で CMYK の値を入力 して できた デ
ー

タは、

あくまでも、CMYK によるプ ロ セ ス カ ラ ー印刷の ため

のデ
ー

タ で あ り、紙質やイ ン キ の違 い、イ ン キの盛 り

の 量 に よ っ て 雨現 さ れ る 色 は 変動し ま す。ま た 、パ ソ

コ ン か らプリ ン タで 出力する場 合にも色の 変動はあ

ります。しか し、多くの 場合にお い て 、それ ら しく色

再現 さ れ ま す の で
一

応 実用的 に 使え る 範 囲 で は な い

かと思われます 。 パ ソ コ ン等を使 っ て PCCS がよ り便

利に活用される こ とを期待します。
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